
Ⅶ　種類別明細書（増加資産・全資産用）の書き方（記入例）

資産の名称及び規格等を、記入して
ください。
入力するデータとなりますので、名
称等が同じ場合でも「同上」また
は「〃」などは記入しないでください。

取得した年月を記入してください。
なお、年号については、明治－１、
大正－２、昭和－３、平成－４、令
和－５とし、それぞれの年号に対応
する数字を記入してください。

※文字、数字は枠の
中に正確に記入し
てください。

資産の種類は下記のとお
り記入してください。

・・・1
・・・2
・・・3
・・・4
・・・5
・・・6

構 　 築 　 物
機 械 及 び 装 置
船 　 　 　 舶
航 　 空 　 機
車両及び運搬具
工具、器具及び備品

家屋の所有者以外の方
（賃借人など）が内装等
を施工された場合は、内
装・設備一式等が償却資
産に該当します（詳しく
は 12 頁をご覧くださ
い）。

当該資産に適用する耐用
年数を記入してください。

この明細書の総ページ数と、そのうち
何枚目であるかを記載してください。

下記に該当する資産については、
例示のように記入してください。
・申告もれの資産
　「申告もれ」
・市外から移動してきた資産
　「○○より、○年○月　移動」
・特例・非課税該当資産
　適用条項を記入
　「第○条の○項」
・その他必要な事項
特例等について添付書類をお願
いすることがありますので、提出
前に資産課税課（表紙に記載）
にご連絡ください。

・当該資産の取得価額を記入 してください。
　取得価額とは、償却資産を 取得するために支出した金
額をいいます（引取運賃、荷役費、運送保険料、購
入手数料、据付費等の附帯 費用も含む）。
・取得価額における消費税の 取扱いは、原則として国税
の取扱いの例によって算定 します。
したがって、税込経理方式 を採用している事業者は消
費税を取得価額に含め、税 抜経理方式を採用している
事業者は消費税を取得価額 に含めないものとします。

増加資産のみを記入する場合は増加資
産を、全資産を記入する場合は全資産
用を○で囲んでください。

福岡　株式会社
1

1

カフェ天神給排水設備工事一式（テナント）
カフェ天神衛生設備工事一式（テナント）
駐車場アスファルト舗装工事
パソコン
パソコン
冷蔵庫
絵画

記　入　不　要

８

１
１
１
６
６
６
６

１式

１式

１式

５

５

５

５

５

５

５

1

1

1

1

０７

０７

０６

０６

０７

０７

０７

１５

１５

１０

０４

０４

０６

０８

０２

０２

１１

０４

０５

１１

１０

2250000

1270000

3200000

380000

170213

350000

400000

8020213

記

　
　
　
　
　入

　
　
　
　
　不

　
　
　
　
　要

記　 入　 不　 要

（ただし、電子計算

機処理による申告を

行う場合は、記入し

てください。）

申告もれ
北九州市より
R７年５月
移動

中小企業少額
特例資産

に該当する番号を○で囲んでく
ださい。

・・・・・・1
・・・・・・2
・・・・・・3
・・・・・・4

新　品　取　得
中 古 品 取 得
移動による受け入れ
そ 　 の 　 他

増加事由について、

18 19


